












要約:昭和 63 年 9 月に大阪府下の S市内の公立小学校 21 校の児童 15.216 人を対象に、喫

煙に関する知識、態度、行動などについて質問紙法による調査を行ない、以下の結果を得

た。喫煙経験者の割合は、男子児童では3年生 14.3%、4 年生 13.8%、5 年生 13.9%、6 年生

19.2%、女子児童では各々7.3%、6.3%、5.3%、6.6%であった。また、最近喫煙している者の

割合は、男子児童では 5 年生 1.2%、6 年生 1.7%、女子児童では各々0.8%、1.1%であった.

小学 5-6 年生を対象に、児童の喫煙行動と喫煙に関する知識、態度、家族の喫煙状況との

関連について調べたところ、喫煙経験を有する児童や最近喫煙している児童では、そうで

ない児童に比べて、1)喫煙の健康影響に対する認識が低い、2)たばこに対して関心が高く、

たばこに対してかっこいいというイメージを持っている、3）大人の喫煙に対して寛容的な

態度を示す、4)家族に喫煙者がいる割合が高い、という傾向が男女にほぼ共通してみられ

た。 


